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Oracle 社 Java の業務利用有償化に伴い、パソコンにイン

ストールされている Oracle Java のアンインストールと、

現在も無償で提供されている別の Java のインストール方

法を図解付きで解説します。 
 
Oracle Java をインストールしていない方、*消去せずにそ

のまま置いておくことを希望する方は、手順 1．〜7.を飛

ばして手順 8.（クリックすると手順 8.に飛びます）、

Eclipse Temurin (旧名称 AdoptOpenJDK または 
Adoptium)のインストールから作業を開始してください。 
 
*Oracle を削除しない場合、Eclipse Temurin が正常に作動しない事があるよ

うです。特に理由がなければ消去をおすすめします。 

● Oracle Java を消去する 

 

1. Finder メニューバーを開き、「フォルダへ移動」を選

択します。 

 

 

2. フォルダの場所に「/ライブラリ/Internet Plug-Ins」と

入力し、return キーを押します。 

 

無償で利用可能な Java (Eclipse Temurin (旧

AdoptOpen JDK))を利用する （Mac 版） 
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3. 「JavaAppletPlugin.plugin」を選んで削除（ゴミ箱へ入

れる）します。 
パスワードを聞かれますので、Mac OS（PC）へのログイ

ンパスワードを入力してください。 

 

 

4. 次に JavaControlPanel.prefPane を削除します。手順

1.と同様に Finder を開き、「フォルダへ移動」を選択しま

す。 

フォルダの場所は「/ライブラリ/PreferencePanes」と入力

してください。 
 

 

 

5. 「JavaControlPanel.prefPane」を探し、手順 3.と同様

に削除（ゴミ箱へ入れる）してください。 
パスワードを聞かれますので、Mac OS（PC）へのログイ

ンパスワードを入力してください。 
 
 
 

ゴミ箱へ 
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6.次に手順 1.と同様に Finder を開き、「フォルダへ移

動」を選択します。 
「/ライブラリ/Java/JavaVirtualMachines」のフォルダを開

きます。 

 

 

7.「JavaVirtualMachines」のフォルダの中にフォルダやフ

ァイルがあれば、それらを全て削除してください。 

パスワードを聞かれますので、Mac OS（PC）へのログイ

ンパスワードを入力してください。 
 
これで Oracle Java の消去ができました。 

 
 

 

 

● Eclipse Temurin をインストールする 

 

8. 基本的には Eclipse Foundation の企業ページを開き

EclipseTemrin をダウンロードしていただく事になります

が、分かりにくい場合や上手くできない場合には、学内の

サーバにもファイルを置いていますのでこちらのペー

ジからのダウンロードをご利用ください。 

※ こちらのページから Mac 用のファイル 

（ OpenJDK8U-jdk_x64_mac_hotspot_8u?????.pkg）をダウン

ロードしてください。 

 クリックしてダウン

ロード 

http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/doc/troubleshooting/@University/OpenJDK/
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/doc/troubleshooting/@University/OpenJDK/
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9. ウインドウ右上の下向き矢印またはダウンロードフォ

ルダを開くと、ダウンロードされた 
「OpenJDK8U-jdk_x64_mac_hotspot_8u?????.pkg」ファ

イルが表示されています。 

 
 
 
クリックしてインストールを開始してください。 

 

 
→使用許諾契約に同意（Agree）→インストール先の選択

（特に理由がなければそのままで結構です）→インストー

ル →MacOS のパスワード入力 →の手順で進みます。 

 

インストールが完了するとメッセージが表示されます。

「閉じる」を押して閉じてください。 

 
 

次は Java Web Start の代替ツールをインストールします。

手順 10.（クリックすると手順 10.に飛びます）に進んでく

ださい。 

 

クリックするとインストーラが開く 

「続ける」を

クリックして

インストール

を開始 
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※Eclipse Foundatiom サイトからの Eclipse Temrin ダウンロー

ド方法 

 

こちらのページを開き、[other Downloads]ボタンを押します。 

 

 

 

次に開いたページで、「All Versions」をクリックし、 

・Version : 8-LTS 

（＊最新バージョンではなく「8-LTS」を選択してください。） 

・Operating System : macOS 

・Architecture: x64 

を選択し、[↓.PKG]を押してダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

  

クリックして選択 

 

1.クリックして選択 

 
2.プルダウンメニュ

ーを開いて選択 

3.ダウンロード 

https://adoptium.net
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● Java Web Startの代替ツールをインストールす

る 

 

10. こちらのページから「JWS-for-MacOS.app.zip」のフ

ァイルをダウンロードし、デスクトップ等の分かりやすい

場所に置いてください。ファイルをダブルクリックして解

凍します。 
解凍するとロボットのアイコンになります。 
   

 

 

 

 

 

   →    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックしてダウンロード 

ダブルクリック 

https://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/doc/troubleshooting/@University/OpenJDK/
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● EDBClient をダウンロードする 

 

11.EDB のトップページ等、EDBClient を起動するリンク

先からファイルをダウンロードします。 
EDBCl のファイルを起動する場所であれば、どこからでも

構いません。 

 
「EdbClient 起動プログラム」 の文字の上で右クリック

（control ボタン＋左クリック）、「リンク先のファイルを

別名でダウンロード」を選択し、ファイルをデスクトップ

等の分かりやすい場所に置いてください。 

 

 

 

 

 

 

右クリック（control ボタ

ン＋左クリック）、「リン

ク先のファイルを別名でダ

ウンロード」を選択、デス

クトップに置く 

http://web.db.tokushima-u.ac.jp
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12. EDBClient を起動します。 

デスクトップ上に置いた「EdbCL.jnlp」のアイコン上で右

クリック（control ボタン＋左クリック）、「このアプリケ

ーションで開く」内に「JWS-for-MacOSX.app」が既にあ

る場合には、これをクリックして選択し手順 14. へ。（ク

リックすると手順 14.に飛びます） 
ない場合には「その他」を選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

13. 選択先のフォルダのメニューを開くと、初めは「アプ

リケーション」になっていますので、これを「デスクトッ

プ」等の「JWS-for-MacOSX.app」を置いた場所に変更

し、ファイルを選択して[開く]ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

＊次回（２度目）からは「EdbCL.jnlp」のアイコンをロボットのア

イコン（JWS-for-MacOSX.app）の上にドラッグ＆ドロップすると

開きます。 

2.無ければ「その他」を

選択 

1.「このアプリケーションで開く」の中に

「JWS-for-MacOSX.app」が既にある場

合にはクリックして選択、手順 14.へ 

 

1. 「デスクトップ」等のファイル

を置いた場所に変更 

3. 開く 

2. 選択 
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14.初めて開く際には「未使用のアプリケーション’’JWS-
for-MacOSX.app’’を開こうとしています。開きます

か？」、「開発元が未確認のため開けません」というメッ

セージが表示される場合があります。 
 
＊このメッセージが表示されず、EDBClient がそのまま起

動した場合には手順 18.へ。（クリックすると手順 18.へ飛

びます） 
 
「未使用のアプリケーション’’JWS-for-MacOSX.app’’を開

こうとしています。開きますか？」のメッセージは、「開

く」をクリックしてください。 
  

 

15. 「開発元が未確認のため開けません」というメッセー

ジは[キャンセル]ボタンを押してメッセージを閉じ、画面

最上部の Apple のマークから「システム環境設定」を開い

てください。 
※[キャンセル]ボタンを押した後、他の作業をせずすぐに

システム環境設定を開いてください。 

 
 

 
 

開く 

「キャン

セル」を押

す 
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16. 開いた画面の左側で「セキュリティとプライバシー」

を選択し、「’’EdbCL.jnlp’’は開発元を確認できないため、

使用がブロックされました」の右下、 [このまま開く]ボ
タンを押します。 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

「このまま開く」を

押す 

「システム環境設

定」を押す 
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17. 「開いてもよろしいですか？」と聞いてきますので

[開く]ボタンを押してください。 
 

 
 
一度 14.〜17.の手順で開く許可しておくと、次回

EDBClient 起動時からは手順 18.から起動します。 
 

 

 

18.  EDBClient が起動します。セキュリティを問うメッ

セージが表示されますので、[Yes]ボタンを押してくださ

い。 

 

 
その他画像のメッセージの他にも、セキュリティを問うメ

ッセージが表示される場合があります。 
「I accept ~~ always.」にチェックを入れる、「Run」ボタ

ンを押す、など肯定的なボタンを選択して続けてくださ

い。 
 
 

「開く」を押す 
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19. ログイン画面が表示されます。 

  

・EDB発行の EID とパスフレーズ 
・情報センター発行の「c0000〜〜」の ID とそれに対応す

るパスワード 
・EDB に登録した個人証明書ファイルと証明書登録時に指

定したパスワード 
 
のいずれかでログインしてください。 
 

 

 

 

参考）ログイン後の教員業績報告書シートの開き方、操作

方法 
PDF版解説 （5 ページ目より報告書作成方法の解説） 
 

 

 

http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/evalsheet.pdf
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※ もしここまでの手順を行っても EDBClient が立ち上がらない

場合には.．． 

 

EDB のトップページを開き、青枠「《令和◯年度分 教員

業績報告書の作成と提出》」内の中央部分、 

「EdbClient 本体 (EdbClient.jar) 」をクリックしてダウ

ンロードし、ファイルをデスクトップに置いてダブルクリ

ック、起動をお試しください。 

 
 

 

[EdbClient 本体]をクリックし

てダウンロード、デスクトップ

に置いてダブルクリック 

http://web.db.tokushima-u.ac.jp



